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令和 8 年 1 月 22 日　やない議会だより　❷

新体制スタート！新しい議会構成を紹介します！

議長   山本 達也副議長   平井 保彦

総務文教常任委員会（11 人）

監査委員   藤沢 宏司

正副議長及び議会選出監査委員

各委員会は次の構成により審査を行います。
◎：委員長　〇副委員長

（委員の任期）
令和８年１月９日～令和 10 年１月８日

斉郷 孝 坂ノ井 徳 佐々木 久美 友座 泰

中川 隆志 ○長友 光子 平井 保彦 ◎平岡 実千男

藤沢 宏司 山本 達也 山本 澪馬

新
し
い
議
会
構
成 

決
定

 

　
令
和
８
年
１
月
９
日
に
、
新
し
い
正
副
議
長
が
選
挙

に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等
の

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議会運営委員会（６人）
田中 晴美　○友座 泰　◎中川 隆志

平井 保彦　平岡 実千男　三島 好雄

議会だより編集委員会（６人）
斉郷 孝　佐々木 久美　〇ジョンソン 彩奈

◎長友 光子　中本 英宏　山本 澪馬



❸　やない議会だより　令和 8 年 1 月 22 日

新体制スタート！新しい議会構成を紹介します！

柳井地域広域
水道企業団議員

長友 光子
平井 保彦
平岡 実千男

柳井地区広域
消防組合議員

友座 泰
中川 隆志
三島 好雄
山本 達也

周東環境衛生
組合議員

岡 龍一
坂ノ井 徳
田中 晴美

農業振興対策
協議会委員

佐々木 久美

都市計画
審議会委員

坂ノ井 徳
友座 泰
中本 英宏
三島 好雄
山本 澪馬

環境審議会委員 山本 澪馬

西福祉センター
運営審議会委員

ジョンソン 彩奈

空家等対策
協議会委員

斉郷 孝

平郡航路（有）
取締役

平岡 実千男

平郡航路（有）
監査役

藤沢 宏司

議会選出各種委員一覧

厚生常任委員会（10 人）

岡 龍一 ○坂ノ井 徳 佐々木 久美 ジョンソン 彩奈

◎田中 晴美 友座 泰 長友 光子 中本 英宏

平井 保彦 三島 好雄

建設経済常任委員会（11 人）

○岡 龍一 斉郷 孝 ジョンソン 彩奈 田中 晴美

中川 隆志 中本 英宏 平岡 実千男 藤沢 宏司

◎三島 好雄 山本 達也 山本 澪馬



令和 8 年 1 月 22 日　やない議会だより　❹

定例会ハイライト12 月月

 会期日程の詳細→  審議結果の詳細→   議案等の詳細→

議案第 52 号
柳井市弓道場条例の制定について
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○：賛成　●：反対　欠：欠席

※議長は表決に加わりません。

 【議案第 83 号】
  令和７年度柳井市一般会計補正予算（第５号）
 【請願第１号】
  上関の使用済核燃料中間貯蔵施設計画へ
  の反対決議を求める請願書
  〇継続審査賛成　●継続審査反対

令和７年 12 月定例会で賛否が分かれた議案等

　今定例会は、12 月 15 日から 12 月 23 日までの９日間の会期で開催しました。
　初日に議案 26 件、報告２件及び陳情７件が上程されました。
　一般質問は、12 月 15 日から 16 日までの２日間で、計６人の議員が登壇し、質問
を行いました。
　また、16 日に議案７件が上程されました。
　最終日には、議案１件及び議員提出議案４件が上程されました。

  請願第１号は可否同数のため、議長裁決により継続審査と決しました。

　新しい弓道場を翠が丘防災運動公園に整備したことに伴い、新たに弓道場の設置
及び管理に係る条例を制定するものです。休館日は 12 月 29 日から１月３日まで、
使用時間は午前９時から午後９時までに変更しています。使用料は表のとおりです。
１時間単位の使用料となり、また、７人立ちでの使用を原則とし、全面を使用する「専
用使用」と専用使用がない時間
帯に利用可能な「個人使用」の
２種類となっています。なお、
市内在住または市内の学校に通
う児童・生徒もしくは学生や市
内で活動するスポーツ団体の使
用料は半額となります。

区分
使用料（１時間につき）

午前９時から
午後９時まで

午後９時から
午前９時まで

弓道場
専用使用 770 円 920 円

個人使用 110 円 130 円



　この手当は、物価高の影響を強く受ける
子育て世帯を支援するため、国が臨時に創
設したもので、児童手当の支給対象となる
18 歳以下のこども １人につき２万円を交
付するものです。
　２月下旬からの交付を
目指し、準備を進めてい
ます。

❺　やない議会だより　令和 8 年 1 月 22 日

　物価高騰の影響を受けている市民の生活
支援を図るため、令和８年２月１日時点で
住民登録のある市民を対象に、額面 1,000
円の共通券８枚と小規模店専用券５枚の合
計１万 3,000 円分の買物
券を配布するものです。
　３月上旬に発送開始を
予定しています。

やない暮らし応援買物券事業教   育

4 億 560 万 2,000 円

物価高対応子育て応援手当事業子育て

8,256 万 7,000 円

請願第１号
上関の使用済核燃料中間貯蔵施設計画への反対決議を求める請願書

Pick  Up

02
　継続審査となっていた本請願は、中間貯蔵施設の計画に対し、市民を代表する柳
井市議会として反対の意思表明を求める請願書です。採決の結果、可否同数となっ
たため、議長裁決※ 1 により継続審査と決しました。

継続審査に賛成の意見

継続審査に反対の意見
　中間貯蔵施設の建設は、市民の安心・安全を守ることに逆行するのではないか。住
民団体が実施されたアンケート調査結果や市議会議員の選挙の結果からも民意が中
間貯蔵施設建設計画に反対ということは明らかではないか。市民の代表として、市
民の安全を守ることに責任を持つ議員として、この請願を採択するべきではないか。

　９月定例会では、国策であることから、責任ある立場の国や電力事業者から説明
を市民も聞いた上で、判断すべきであるという理由で継続審査となっている。９月
定例会以降、このことについて進展していない状況である。現状での判断は困難で
あるため、継続審査にするべきである。

議案第 83 号
令和７年度柳井市一般会計補正予算 ( 第５号 )

Pick  Up

03

議長裁決※ 1

議会の採決を行い、可否同数となった場合、議長がその議案の可否を決めることになります。
（地方自治法第 116 条第１項）



令和 8 年 1 月 22 日　やない議会だより　❻

問　

周
辺
市
町
か
ら
国
や
中
電
に
説
明
会

の
開
催
を
求
め
る
声
が
強
く
あ
る
が
、
一

向
に
責
任
あ
る
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ズ
ル
ズ
ル
の
引
き
伸
ば
し
が
続
き
、

議
会
や
周
辺
市
町
に
不
安
や
不
信
感
が
高

ま
っ
て
い
る
。
中
間
貯
蔵
施
設
は
中
電
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
説

明
会
の
開
催
に
つ
い
て
強
く
交
渉
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

上
関
町
は
、
当
初
か
ら
、
中
間
貯
蔵

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事

業
計
画
が
提
示
さ
れ
た
後
に
判
断
す
る
と

し
て
お
り
、
山
口
県
、
本
市
に
お
い
て
も

同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
、
事
業
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
現
状
に
お
い
て
、
質
疑
を
尽
く
す
場

を
開
く
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
質

疑
を
尽
く
す
場
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し

た
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
。
立
地
可
能
性
調
査
の
結

果
は
適
地
で
あ
る
た
め
、
今
後
い
ず
れ
か

の
時
点
で
、
事
業
計
画
が
示
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
市
民
が
抱
え
る
不
安
や

疑
問
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
が
示
さ
れ

た
上
で
、
国
や
電
力
事
業
者
か
ら
の
説
明

を
踏
ま
え
た
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に

あ
る
民
意
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
長
の
公
務
は
非
常
に
多
大
で
あ

る
。
県
内
外
な
ら
ず
山
口
県
を
代
表
し
て

中
国
地
区
や
国
へ
の
要
望
や
各
国
の
出
先

機
関
へ
の
交
渉
を
す
る
ま
で
に
成
長
さ
れ

た
の
は
、
柳
井
市
民
と
し
て
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。
柳
井
市
の
発
展
の
た
め
に
働

い
て
、
働
い
て
、
働
い
て
、
働
い
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
将
来
の
県

政
や
国
政
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

答　

こ
れ
か
ら
も
、
市
長
と
し
て
の
役
割

に
徹
す
る
、
つ
ま
り
柳
井
市
民
の
た
め
に
、

つ
ま
り
、
全
身
全
霊
、
誠
心
誠
意
、
こ
の

姿
勢
を
片
時
た
り
と
も
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
市
長
職
に
邁
進
し
て
い
く
。

上
関
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

市
長
の
公
務
に
つ
い
て

問　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
消
防
水
利
を
積
極
的
に
設
置
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
て
き
た
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

答　

消
火
栓
は
、
令
和
５
年
３
月
以
降
、

２
基
整
備
し
て
お
り
、
防
火
水
槽
に
つ
い

て
は
、
新
規
に
整
備
し
て
い
な
い
。
現
時

点
に
お
い
て
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど

の
消
防
水
利
は
、
概
ね
整
備
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
住
宅
団
地
の
造
成

な
ど
に
よ
る
開
発
行
為
や
戸
建
て
住
宅
の

建
設
に
伴
い
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
社
会
基
盤
整
備
及
び
市
道
等
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
際
に
、﹁
地

方
自
治
体
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
に
道
路
の
損
傷
を
通
報
す
る
機
能
の
追

加
な
ど
を
他
の
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え

て
検
討
す
る
﹂
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
き
た
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

答　

既
存
の
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

の
変
更
に
は
一
定
の
経
費
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
研
究
課
題
と
し
た
い
。
当
面
は
国
土

交
通
省
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
ア
プ
リ
「
道
路

緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
９
１
０
」
を
一
層
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
い
、
道
路
の

異
状
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
事

業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
際
に
、﹁
今
後

保
育
間
伐
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
﹂
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

各
地
区
の
意
向
調
査
や
山
林
調
査
に

よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
山
口
県

東
部
森
林
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、
保
育

間
伐
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
整
備
を
計
画

的
に
進
め
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。
森
林

環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用
し
、
今
後
も

計
画
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

防
火
水
槽
等
の
整
備
に
つ
い
て

道
路
︵
市
道
︶︑
水
路
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
を
受
け
実
施
し
た
事

業
に
つ
い
て

岡村 茂樹 議員

君国 泰照 議員



❼　やない議会だより　令和 8 年 1 月 22 日

白
壁
の
町
柳
井
に
カ
カ
シ
の
展
示
を

何
で
も
相
談
で
き
る
電
話
窓
口
の
設
置

国
の
補
正
予
算
に
対
す
る
取
組
は

空
家
カ
ル
テ
の
作
成
の
考
え
は

問　

先
日
、
政
府
は
物
価
高
騰
対
策
を
中

心
と
し
た
補
正
予
算
21
兆
３
︐
０
０
０
億

円
を
決
定
し
た
。
こ
の
予
算
か
ら
、
ど
れ

だ
け
柳
井
市
に
引
き
込
み
、
ど
れ
だ
け
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
い
く
か

が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
い
う
よ
り
も

チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
、
柳
井
市
と
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
予
算
を
確
保
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

答　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
限
度
額
に

つ
い
て
は
、
12
月
16
日
時
点
で
、
国
会
審

議
中
で
あ
り
、
国
の
補
正
予
算
が
成
立
し

た
後
に
通
知
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
額
は
確

認
で
き
な
い
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
人
口

規
模
や
財
政
力
指
数
な
ど
か
ら
国
に
よ
っ

て
算
出
さ
れ
、
山
口
県
を
通
じ
て
各
市
町

村
に
交
付
さ
れ
る
。
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本

市
に
お
い
て
も
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
市
民
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
な
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

問　

柳
井
市
の
空
家
解
体
補
助
は
、
上
限

１
５
０
万
円
、
補
助
率
２
分
の
１
に
拡
充

さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
評
価
で
き
る
施

策
で
あ
る
。
解
体
後
ど
う
す
る
の
か
、
と

い
う
不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
、
危
険

度
・
老
朽
度
・
所
有
者
意
向
・
活
用
可
能

性
を
整
理
し
た
﹁
空
家
カ
ル
テ
﹂
の
作
成

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　

空
家
カ
ル
テ
は
、
空
き
家
一
軒
ご
と

の
状
況
を
多
角
的
に
把
握
し
、
将
来
の
利

活
用
に
つ
な
げ
る
上
で
有
効
な
方
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
市
内
す

べ
て
の
空
き
家
に
つ
い
て
所
有
者
の
意
向

を
把
握
す
る
に
は
、
多
大
な
労
力
と
相
応

の
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で

た
だ
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
今
後
の
調
査
手
法
の
改
善
や
情
報
整

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
継
続

し
て
い
く
。
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
空
き
家
問
題
に
対
し
、

危
険
空
き
家
の
解
消
を
着
実
に
進
め
、
事

前
防
災
と
有
効
な
土
地
活
用
の
観
点
か

ら
、
総
合
的
な
施
策
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。

問　

歴
史
的
な
白
壁
の
町
並
み
に
地
域
の

文
化
や
季
節
感
を
反
映
し
た
カ
カ
シ
を
展

示
し
、
町
全
体
を
ア
ー
ト
な
空
間
と
し
て

演
出
す
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

話
題
化
に
よ
る
広
報
効
果
で
観
光
客
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答　

観
光
資
源
・
地
域
資
源
に
は
、
そ
の

地
域
独
自
の
歴
史
や
地
域
な
ら
で
は
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が

多
面
的
に
絡
み
合
う
こ
と
で
さ
ら
に
そ
の

地
域
の
魅
力
が
発
揮
さ
れ
る
。
白
壁
の
町

並
み
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て
、
歴
史
的
景
観
の
保
全
が

求
め
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
り
「
白
壁
の
町

並
み
」
と
「
柳
井
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
」
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

育
ん
で
き
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
う
し
た

経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
新
た
に
カ
カ
シ
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
取
組
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
イ
メ
ー
ジ
と
の
調
和
や
景
観
の
統
一
性

の
観
点
か
ら
、
現
時
点
慎
重
な
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、
白
壁
の
町
並

み
を
守
る
会
や
柳
井
市
観
光
協
会
、
商
工

会
議
所
等
と
連
携
し
、
白
壁
の
町
並
み
と

柳
井
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
と
い
う
本
市
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
つ

つ
、
歴
史
的
景
観
の
保
全
・
活
用
と
観
光

の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

住
民
が
直
面
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

に
対
し
、
最
初
の
相
談
窓
口
と
し
て
機
能

す
る
総
合
電
話
相
談
窓
口
の
設
置
は
出
来

な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

本
市
で
は
、
代
表
番
号
に
お
電
話
を

い
た
だ
い
た
際
、
電
話
交
換
手
が
内
容
を

お
伺
い
し
た
上
で
、
適
切
な
部
署
に
電
話

を
お
つ
な
ぎ
し
て
い
る
。
ま
た
、
所
管
の

判
断
が
不
明
な
も
の
は
、
総
務
課
が
調
べ

た
上
で
、
回
答
や
適
切
な
機
関
、
部
署
へ

ご
案
内
し
て
い
る
。
市
役
所
は
市
民
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
行
政
機
関
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
柳
井
市
役
所
22
の
２
１
１
１

番
に
電
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三島 好雄 議員

岡本 泰行 議員
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問　

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
安
心
し
て

病
院
や
買
い
物
に
出
か
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
充
実
し
た
生
活
に
必
要
だ
。
予
約
制

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
停
車
場
所
や
、
日
曜
・

祝
日
の
運
行
、
そ
し
て
、
高
齢
者
の
タ
ク

シ
ー
助
成
券
の
増
額
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

停
車
場
所
を
増
や
し
過
ぎ
る
と
所
要

時
間
が
長
く
な
り
、
か
え
っ
て
利
用
し
づ

ら
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
利
便
性
と
運

行
の
効
率
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が

ら
、
運
営
主
体
の
各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

内
容
を
基
に
市
及
び
交
通
事
業
者
と
の
三

者
協
議
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
、
柔
軟
に

見
直
し
て
い
き
た
い
。
日
曜
・
祝
日
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
の
確
保
や
人
件

費
の
増
加
、
事
業
費
全
体
へ
の
影
響
に
加

え
、
主
要
施
設
の
多
く
が
休
診
・
閉
庁
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
の
見
極
め
も
含
め
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
助
成
券
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
等
を
助
成
す
る
「
Ｙ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ａ
」
へ
の
移
行
を
検
討
す
る
過
程
に

お
い
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

中
電
は
﹁
立
地
可
能
﹂
と
す
る
調
査

報
告
書
を
上
関
町
長
に
提
出
し
た
。
地
震

に
関
す
る
調
査
は
不
十
分
で
あ
り
、
海
岸

や
海
域
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
市

民
の
安
心
安
全
に
責
任
を
負
う
当
事
者
と

し
て
、
中
電
に
は
必
要
な
調
査
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
上
関
町
に
は
、
こ
の

調
査
結
果
だ
け
で
建
設
の
是
非
を
判
断
し

な
い
よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
国
や
事
業
者
の
説
明
を
待
つ
だ
け
で

な
く
賛
成
反
対
の
識
者
を
呼
ん
で
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

立
地
可
能
性
調
査
の
結
果
が
不
十
分

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
こ

そ
、
議
論
を
行
う
上
で
の
材
料
と
し
て
、

事
業
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
申
し
上
げ
て

い
る
。
事
業
計
画
が
出
さ
れ
た
後
に
、
国

や
事
業
者
と
の
質
疑
を
尽
く
す
場
を
確
保

し
た
上
で
、
民
意
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
本
市
が
そ
の
場
を
主
催
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
考
え
て
い
な
い
が
、

ほ
か
の
町
で
も
様
々
な
考
え
方
が
議
論
さ

れ
て
い
る
の
で
、
１
市
３
町
の
協
議
の
中

で
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

使
用
済
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
問
題
に
つ
い
て

問　

一
次
産
業
の
振
興
が
肝
と
な
る
。
農

業
後
継
者
の
確
保
に
ど
の
よ
う
な
手
当
を

考
え
ら
れ
る
か
。

答　

令
和
７
年
度
の
主
な
取
組
と
し
て
、

新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
認
定

新
規
就
農
者
に
対
し
、「
経
営
開
始
資
金
」

と
し
て
、
最
長
３
年
間
、
年
間
１
５
０
万

円
を
交
付
し
て
お
り
、
就
農
初
期
の
所
得

の
下
支
え
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
を
受
け
入
れ
た
法
人
に
対
し
て

は
、「
定
着
支
援
給
付
金
」
と
し
て
年
間

80
万
円
か
ら
90
万
円
を
最
長
５
年
間
交
付

し
、
人
材
の
育
成
・
定
着
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
施
設
園
芸
の
導
入
に
関
し
て
は
、

温
室
等
の
設
備
整
備
に
要
す
る
経
費
を
補

助
し
、
園
芸
作
物
の
導
入
や
生
産
拡
大
を

支
援
し
て
い
る
。
新
規
就
農
者
の
確
保
・

定
着
に
向
け
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
今
後
も

継
続
・
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
就
農
希

望
者
の
掘
り
起
こ
し
や
就
農
後
の
相
談
体

制
の
充
実
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

一
層
強
化
し
て
い
く
。

問　

新
庄
北
部
の
長
溝
は
、
就
農
者
の
高

齢
化
に
よ
り
管
理
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
林
間
部
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

水
路
へ
の
蓋
が
け
等
に
よ
る
暗
渠

化
、
車
両
通
行
が
可
能
と
な
る
管
理
道
の

整
備
、
作
業
効
率
化
を
高
め
る
た
め
の
回

転
場
の
設
置
等
は
、
維
持
管
理
の
省
力
化

と
用
水
の
安
定
確
保
に
有
効
な
方
策
で
あ

る
と
考
え
る
。
事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

受
益
者
の
同
意
や
事
業
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
事
業
の
検
討
や
調
整
、
国
・
県
へ

の
申
請
手
続
等
の
支
援
を
し
て
い
く
。
ま

ず
は
新
庄
長
溝
水
利
組
合
に
お
い
て
、
受

益
者
の
合
意
形
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　

柳
井
市
を
取
り
巻
く
海
域
は
、
黒
潮

の
蛇
行
や
海
水
温
の
上
昇
で
漁
場
の
変
容

が
著
し
い
。
１
市
４
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
山
口
県
と
と
も
に
漁
業
資
源
の
増
養
殖

に
向
け
国
に
働
き
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答　

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
先
頭
に

立
っ
て
こ
の
広
域
を
大
い
に
巻
き
込
み
、

海
の
幸
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
、
思

い
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

次
期
総
合
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
︑
社

会
経
済
情
勢
に
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か

篠脇 丈毅 議員



❾　やない議会だより　令和 8 年 1 月 22 日

令
和
７
年
度 

柳
井
市
議
会
政
務
活
動
費
を
公
表
し
ま
す

※
改
選
前
ま
で
の
４
月
か
ら
12
月
ま
で     

　
○政務活動費とは、議会の議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として交付するものです。 
　（地方自治法第 100 条第 14 項）

○柳井市では、会派に対し、所属議員数に月額２万円を乗じて得た額を上限に交付しています。
　（柳井市議会政務活動費の交付に関する条例）

○政務活動費の交付を受けた会派は、収支報告書を提出し、交付額に残が生じた場合は返還しなけれ
　ばなりません。また、会派の経理責任者は、会計帳簿、領収書等の証拠書類を整理し、５年間保存
　しなければなりません。

◎会派別交付状況 ( 令和７年 4 月～令和７年 12 月 )　　　　　　　 　単位：円

◎調査研究費による視察等の状況

　※ 視察報告書は、事務局に保管しておりますので、どなたでも閲覧できます。

会 派 名 交付申請額 交付額 実績額 使途内訳

政友クラブ（２人） 220,820 220,820 220,820 調査研究費 220,820

やない経政会（２人） 41,765 41,765 41,765 調査研究費 41,765

ナチュラルパワー（１人） 105,960 105,960 105,960 調査研究費 105,960

柳政クラブ（１人） 105,960 105,960 105,960 調査研究費 105,960

柳甦クラブ（１人） 41,763 41,763 41,763 調査研究費 41,763

新政クラブ（１人） 41,763 41,763 41,763 調査研究費 41,763

立志倶楽部（１人） 41,763 41,763 41,763 調査研究費 41,763

明日のかたち（1 人） 105,960 105,960 105,960 調査研究費 105.960

参政の会（1 人） 105,960 105,960 105,960 調査研究費 105,960

市政クラブ（１人） 0 0 0 ー 0

公明党（１人） 41,763 41,763 41,763 調査研究費 41,763

日本共産党（１人） 41,763 41,763 41,763 調査研究費 41,763

計 895,240 895,240 895,240 ー 895,240

視察先 内   容 会派名

社会福祉法人佛子園 ごちゃまぜでまちづくりについて
政友クラブ
ナチュラルパワー
柳政クラブ
明日のかたち
参政の会

石川県立図書館 石川県立図書館について

京都市南部クリーン
センター環境学習施設
さすてな京都

ごみ処理施設について

やない経政会
柳甦クラブ
新政クラブ
立志倶楽部
公明党
日本共産党

株式会社浜田　京都 PV
リサイクルセンター

太陽光パネルのリサイクル・リユースについて
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本
委
員
会
は
、
会
期
中

の
12
月
18
日
及
び
23
日
、

閉
会
中
の
10
月
１
日
及
び

３
日
に
開
催
し
、
議
案
22

件
、
認
定
４
件
、
請
願
１

件
及
び
付
託
調
査
事
項
等

に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

議
案
第
52
号
柳
井
市
弓

道
場
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
、
使
用
時

間
を
午
後
10
時
ま
で
か
ら

午
後
９
時
ま
で
に
変
更
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
使

用
者
へ
の
配
慮
は
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
質
疑
に
、

近
隣
住
民
へ
の
配
慮
と
し

て
使
用
時
間
を
午
後
９
時

ま
で
に
変
更
し
た
い
旨
を

主
な
使
用
者
で
あ
る
柳
井

市
弓
道
連
盟
と
協
議
を
重

ね
、
了
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

請
願
第
１
号
上
関
の
使

用
済
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施

設
計
画
へ
の
反
対
決
議
を

求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て
、
10
月
３
日
の
委
員

会
で
は
、
審
査
の
進
め
方

に
つ
い
て
委
員
か
ら
意
見

を
聴
取
し
、
前
回
の
委
員

会
か
ら
状
況
に
変
化
は
な

く
、
ま
た
、
市
長
は
１
市

３
町
で
国
及
び
電
力
事
業

者
か
ら
説
明
を
し
っ
か
り

と
求
め
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
今
後
の
進

捗
状
況
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
12
月
18
日

の
委
員
会
で
は
、
委
員
か

ら
、
請
願
の
取
扱
い
に
つ

い
て
意
見
を
聴
取
し
、
委

員
か
ら
、
こ
の
請
願
は
約

４
，
０
０
０
筆
も
の
署
名

を
携
え
た
請
願
で
あ
り
、

こ
の
度
の
市
議
会
議
員
の

選
挙
結
果
を
見
て
も
民
意

は
明
ら
か
で
あ
る
。
継
続

審
査
と
い
う
こ
と
で
実
質

棚
上
げ
に
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
そ
の
願
意
に
誠
実

に
向
き
合
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
た
め
、
採
択
に

向
け
て
審
査
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
別
の
委
員
か

ら
は
、
前
回
の
委
員
会
か

ら
状
況
に
変
化
は
な
く
、

誠
実
に
向
き
合
い
た
い
か

ら
こ
そ
、
無
責
任
な
結
果

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
と

思
う
。
市
長
が
一
般
質
問

で
、
国
及
び
電
力
事
業
者

に
対
し
質
疑
を
尽
く
す
場

を
設
け
る
よ
う
求
め
て
い

く
と
答
弁
し
た
よ
う
に
、

今
後
の
進
捗
状
況
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

継
続
審
査
と
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
83
号
令
和
７

年
度
柳
井
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
、
買

物
券
事
業
を
上
程
す
る
前

に
、
物
価
高
支
援
と
し
て

　

   

委
員
長  
坂 
ノ 

井 

徳

  
総
務
文
教
厚
生

       
常
任
委
員
会

柳
井
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
施
策
が
必
要
か
検
討
し

た
の
か
と
い
う
質
疑
に
、

こ
の
度
の
交
付
金
は
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
生

活
者
等
の
支
援
が
目
的
と

な
っ
て
お
り
、
国
の
推
奨

メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
、
可

能
な
限
り
早
期
に
実
施
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
市
民
全
員
に
公
平
な

支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
、

事
業
の
早
期
実
施
の
観

点
、
ま
た
、
食
料
品
の
物

価
高
騰
対
策
の
加
算
も
あ

る
こ
と
か
ら
食
料
品
に
活

用
で
き
る
こ
と
、
最
後
に
、

柳
井
商
工
会
議
所
等
か
ら

の
要
請
も
あ
り
、
市
内
の

消
費
喚
起
の
観
点
か
ら
協

議
、
検
討
を
行
い
、
買
物

券
事
業
と
し
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

総務文教厚生常任委員会

　

本
委
員
会
は
、
会
期
中

の
12
月
17
日
、
閉
会
中
の

９
月
29
日
に
開
催
し
、
議

案
13
件
、
認
定
２
件
及

び
付
託
調
査
事
項
等
に
つ

い
て
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

議
案
第
60
号
柳
井
市
下

水
道
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
災
害

な
ど
の
際
に
ほ
か
の
自
治

体
の
業
者
に
工
事
を
依
頼

  

建
設
経
済

       

常
任
委
員
会

　

   

委
員
長  

三 

島 

好 

雄
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議
会
運
営
委
員
会
に
お

け
る
付
託
調
査
事
項
に
つ

い
て
、
閉
会
中
の
12
月
10

日
及
び
会
期
中
の
12
月
15

日
に
開
催
し
ま
し
た
の
で

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

12
月
10
日
の
委
員
会
で

は
、
12
月
定
例
会
の
会
期
、

日
程
及
び
議
案
の
付
託
先

等
、
議
会
運
営
に
関
す
る

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
書
面
等
が
要

求
さ
れ
て
い
る
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
可
能
と
す

る
市
議
会
会
議
規
則
の
改

正
、
議
会
運
営
委
員
会
の

定
数
を
６
人
と
す
る
委
員

会
条
例
の
改
正
及
び
令
和

８
年
か
ら
政
務
活
動
費
を

年
度
当
初
に
一
括
し
て
各

議
員
に
交
付
す
る
た
め
の

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
、
定
例
会
最
終
日
に
追

加
上
程
す
る
こ
と
に
つ
い

て
申
し
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。

　

12
月
15
日
の
委
員
会
で

は
、
議
員
が
２
以
上
の
職

に
就
く
場
合
、
報
酬
の
重

複
支
給
は
せ
ず
、
高
い
ほ

う
の
議
員
報
酬
を
支
給
す

る
こ
と
を
明
確
化
す
る
た

め
、
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給

条
例
を
改
正
す
る
議
員
提

出
議
案
を
定
例
会
最
終
日

に
追
加
上
程
す
る
こ
と
に

つ
い
て
申
し
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。

  

議
会
運
営

　

       

委
員
会

建設経済常任委員会

　

   

委
員
長  

篠 

脇 

丈 

毅

議会運営委員会

　

議
案
第
75
号
令
和
７
年

度
柳
井
市
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、

ポ
ン
プ
場
の
管
理
の
委

託
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
と
い
う

質
疑
に
、
通
常
の
維
持
管

理
、
定
期
点
検
、
さ
ら
に

大
雨
や
台
風
に
備
え
て
現

地
に
人
員
を
配
置
し
て
い

る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら

通
常
の
業
務
は
業
者
に
任

せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
日
報
な
ど
で
確
認
し

て
い
る
の
か
と
い
う
質
疑

に
、
月
に
１
回
報
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

分
割
付
託
と
な
り
ま
し

た
認
定
第
３
号
令
和
６

年
度
柳
井
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
、
地
質

調
査
委
託
料
で
大
規
模
な

盛
土
の
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
経
過
観
察
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
早
急
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
質

疑
に
、
市
内
に
15
か
所
あ

る
大
規
模
盛
土
造
成
地
の

う
ち
、
健
全
性
の
面
で
優

先
度
の
高
い
１
か
所
に
つ

い
て
位
置
や
規
模
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
第
１
次
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
よ
り
盛
土
の
範
囲
は

少
な
い
と
い
う
結
果
が
出

た
。
今
後
、
安
全
性
を
確

認
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
行
う
計
画
で
あ

る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ほ
か
の
自

治
体
と
は
ど
の
範
囲
ま
で

か
。
ま
た
、
ほ
か
の
自
治

体
も
同
様
な
条
例
を
改
正

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
質
疑
に
、

全
国
の
市
町
村
の
指
定
工

事
店
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
ほ
か
の
市
町
村
で

も
同
様
の
改
正
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

分
割
付
託
と
な
り
ま
し

た
議
案
第
71
号
令
和
７
年

度
柳
井
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ａ
は
、
カ
ー
ド
と
ア
プ

リ
で
併
用
で
き
る
の
か
と

い
う
質
疑
に
、
併
用
可
能

で
あ
る
と
い
う
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
も
新
体
制
に
な
り
ま
し

た
。
親
し
み
や
す
く
、
議

会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。

主な議会の動き

会
議
の
お
知
ら
せ

　

次
期
定
例
会
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
第
１
回
定
例
会

    　
　
　
　
︵
３
月
議
会
︶

３
月
９
日︵
月
︶
か
ら

３
月
24
日︵
火
︶
ま
で
の
予
定

︻ 

場
所 

︼

  

議
場
︵
市
役
所
５
階
︶

※
日
程
の
詳
細
は
、２
月
27
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

12月

12 日 全員協議会・

市議会では情報発信の充実に取り組んでいます
　市民に開かれた議会にするために、昨年６月にチームイノベーションを設置し、これまで

に９回の会議を開催し、情報発信の充実に向けた協議を行ってきました。

　その中で、令和７年から、常任委員会の会議録のホームページへの公開、

一般質問の YouTube 録画配信、議会だよりの音訳版の発信、ようこそ市議

会へのホームページへの掲載を実施しています。

全員協議会

11月

山形県米沢市から
の視察受け入れ
岩手県雫石町から
の視察受け入れ

・

・

28 日

30 日

傍聴にお越し下さい
柳井市議会では議会の傍聴ができます。本会議、委員会では、市民の

皆さんの生活に密着した重要な問題が審議されます。身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴しましょう。

委
員
長　

長
友　

光
子

副
委
員
長　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
彩
奈

委　

員　

斉
郷　
　

孝

委　

員　

佐
々
木
久
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委　

員　

中
本　

英
宏

委　
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山
本　

澪
馬


